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(57)【要約】
【課題】ローレンツの相反性及びジャイロスコープの性
能の低下を防ぐ光ファイバジャイロスコープを提供する
。
【解決手段】光ファイバジャイロスコープを構成する方
法は、第１の光ファイバ２１０及び第２の光ファイバ２
２０を外面を有する干渉計２００の光路に光学的に結合
すること、第１の光ファイバ２１０及び第２の光ファイ
バ２２０の少なくとも一部を外面に結合すること、並び
に第１の光ファイバ２１０及び第２の光ファイバ２２０
を集積光学チップ（ＩＯＣ）の光路に光学的に結合する
ことを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光ファイバ（２１０）及び第２の光ファイバ（２２０）を外面を有する干渉計（
２００）の光路に光学的に結合するステップと、
　前記第１の光ファイバ（２１０）及び前記第２の光ファイバ（２２０）の少なくとも一
部を前記外面に結合するステップと、
　前記第１の光ファイバ（２１０）及び前記第２の光ファイバ（２２０）を集積光学チッ
プ（ＩＯＣ）の光路に光学的に結合するステップと
を含む、光ファイバジャイロスコープを構成する方法。
【請求項２】
　前記第１の光ファイバ（２１０）及び前記第２の光ファイバ（２２０）の少なくとも一
部を前記外面に結合する前記ステップは、
　前記第１の光ファイバ（２１０）の第１の部分を前記外面に対して第１の方向に配向す
るステップと、
　前記第２の光ファイバ（２２０）の第１の部分を前記外面に対して前記第１の方向とは
異なる第２の方向に配向するステップと、
　前記第１の光ファイバ（２１０）の第２の部分及び前記第２の光ファイバ（２２０）の
第２の部分を、該第１の光ファイバ（２１０）の第２の部分及び該第２の光ファイバ（２
２０）の第２の部分が互いに向かって集束するように配向するステップと
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　光ファイバジャイロスコープであって、
　光路及び外面を有する干渉計（２００）と、
　光路を有する集積光学チップ（ＩＯＣ）と、
　第１の光ファイバ（２１０）及び第２の光ファイバ（２２０）であって、該第１の光フ
ァイバ（２１０）及び該第２の光ファイバ（２２０）の少なくとも一部が前記外面に結合
され、該第１の光ファイバ（２１０）及び該第２の光ファイバ（２２０）は、前記干渉計
（２００）の前記光路及び前記ＩＯＣの前記光路に光学的に結合される、第１の光ファイ
バ（２１０）及び第２の光ファイバ（２２０）と、
を備える、光ファイバジャイロスコープ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ファイバジャイロスコープのための２本巻き光ファイバ収容に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバジャイロスコープ（ＦＯＧ）は、航空宇宙機等の様々な物体の回転及び角度
方向を感知するために多くのシステムで広く用いられる技術となった。ＦＯＧは、回転軸
に沿った法線を有する領域を囲む閉光路を周回する互いに逆方向の光を送ることによって
動作する。この装置を回転軸の周りで回転させる場合、一つの方向に進む光の光路長が短
くなる一方で、逆方向に進む光の光路長が長くなる。この光路長の変化が、回転速度に比
例する２つの光波間の位相ずれを引き起こす。
【０００３】
　図１を参照すると、通常のＦＯＧ１０は、光源１５、速度（rate）検出器２０、カプラ
２５、集積光学チップ（ＩＯＣ）３０、及びセンシングコイル３５等の干渉計を含む。図
１に示すように、ＩＯＣ３０の赤色ファイバ引き込みリード（service lead）４０及び青
色ファイバ引き込みリード４５が、ファイバコイル干渉計３５の赤色ファイバ引き込みリ
ード６０及び青色ファイバ引き込みリード６５にスプライスされる（５０、５５）。これ
らの引き込みリードのそれぞれは、多くの場合、構成プロセス中に必要な光スプライスを
可能にするために約２メートルの長さである。これらのスプライス用のファイバ引き込み
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リードは機能的に干渉計３５の一部であるため、引き込みリードを収容する方法は、重要
なジャイロスコープ性能パラメータである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のＦＯＧ構造では、これらのリードファイバは、干渉計３５とは無関係の熱的特性
を有する保持区画内に糸状の巻線パターン（winding pattern）で収容される。具体的に
は、そのような手法では、コイル３５を通じて対向伝搬する波が異なる時点で異なる環境
作用を「受け」得る。高性能偏波保持ジャイロスコープは、対向伝搬波間でローレンツの
相反性が成立しなければならない。ローレンツの相反性は、媒体中を伝搬する光が光伝搬
方向とは無関係に同一の作用をもたらすことを必要とする。環境作用は、ローレンツの相
反性及びジャイロスコープの性能を低下させやすい。したがって、これらの従来の手法は
通常、環境作用によってローレンツの相反性の低下を引き起こしてきた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一つの実施例では、光ファイバジャイロスコープを構成する方法は、第１の光ファイバ
及び第２の光ファイバを外面を有する干渉計の光路に光学的に結合すること、第１の光フ
ァイバ及び第２の光ファイバの少なくとも一部を外面に結合すること、並びに第１の光フ
ァイバ及び第２の光ファイバを集積光学チップ（ＩＯＣ）の光路に光学的に結合すること
を含む。
【０００６】
　本発明の好適な代替的な実施例を、添付図面を参照して詳細に後述する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施例が実施され得る従来のＦＯＧの概略図である。
【図２】本発明の一実施例による引き込みリードルーティングの正面図である。
【図３】本発明の一実施例による引き込みリードルーティングの後面図である。
【図４】本発明の一実施例による引き込みリードルーティングを用いる干渉計の上面斜視
断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　一実施例は、干渉ファイバコイルの外層上に引き込みリード収容場所を提供し、それに
より、別個の区画収容と比較して性能を向上させる。
　２本巻き（bifilar、バイファイラ）引き込みリードルーティング方法の一実施例は、
時間と共に変化する温度勾配下での性能を向上させ、これらの引き込みリードのシュッペ
効果を低減する。
【０００９】
　一実施例は、引き込みリードがコイルの単一の外層のみに制限され、温度変化と共に応
力を受けやすくなるようなさらなる層には制限されないことを確実にする、２本巻きファ
イバルーティング方法を提供する。
【００１０】
　一実施例は、光ファイバが自身に交差する点の数及びファイバの捩れの数を減らすこと
により、ジャイロスコープのバイアス安定性を向上させる。
　ファイバをそのような２本巻き対の方法でルーティングすることにより、センシングル
ープにおいて等距離にあり逆向きの点が、互いに物理的に隣接し、環境の変化に対して同
じ作用を受ける。
【００１１】
　ここで図２を参照すると、干渉計２００の外面の正面図が示されており、実施例によれ
ば、干渉計２００に沿って、干渉計２００の光路をＩＯＣ（図示せず）の光路に接続する
赤色引き込みリードファイバ２１０（図２では実線のファイバ素子として示されている）
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及び青色引き込みリードファイバ２２０（図２では破線のファイバ素子として示されてい
る）が通される。
【００１２】
　本発明の一実施例では、干渉計２００の光路に直接結合されている赤色ファイバ２１０
の第１の部分が、干渉計の中心から出て見え、外面に沿って左から右への経路に沿って配
向される。同様に、干渉計２００の光路に直接結合されている青色ファイバ２２０の第１
の部分が、干渉計の中心から出て見え、外面に沿って右から左への経路に沿って配向され
る。したがって、赤色ファイバ２１０の第２の部分及び青色ファイバ２２０の第２の部分
は、「Ｙ」接合部２３０を形成するように互いに向かって集束する。
【００１３】
　続いて、外面の領域２４０から始まって、それぞれ複数回巻かれた赤色ファイバ２１０
の第３の部分及び青色ファイバ２２０の第３の部分が、外面に所定の整数回巻き付けられ
て巻線２５０を形成する。図４で最もよく分かるように、巻線は、干渉計２００の中心軸
４００に対して垂直な方向で干渉計の外面に沿って単一の層しか形成しないように形成さ
れる。さらに、巻線２５０を形成するときに、赤色ファイバ２１０と青色ファイバ２２０
とは、互いに交差することも他の形で重なることもないことに留意すべきである。
【００１４】
　巻線２５０の形成後、赤色ファイバ２１０の第４の部分及び青色ファイバ２２０の第４
の部分が、「Ｕターン」構成２６０又は場合によってはさらにより丸みのある「投げ縄（
lasso）」タイプの構成（図示せず）を形成するように、巻線から離れて逆方向に引き上
げられる。一実施例では、赤色ファイバ２１０と青色ファイバ２２０との間に長さの差が
ある場合、長い方のファイバを調整するように、赤色ファイバと青色ファイバとの間の距
離を構成２６０の「Ｕ」部分において増大させることができる。
【００１５】
　Ｕターン構成２６０の形成後、図３に最もよく示されているように、赤色ファイバ２１
０及び青色ファイバ２２０は、外面に沿って実質的に正弦波状又は蛇行状の構成３００で
、また、巻線２５０が形成された方向とは逆の方向に配向される。それから、赤色ファイ
バ２１０及び青色ファイバ２２０は、続いてＩＯＣの光路に結合され得る。
【００１６】
　一実施例では、赤色ファイバ２１０及び青色ファイバ２２０は、光クロスカップリング
を減らすか又はなくすように干渉計２００の外面に結合される。
　赤色ファイバ２１０と青色ファイバ２２０とが互いに交差するか又は他の形で重なるの
は、図２の例に示すような巻線２５０から「Ｕターン」構成２６０への移行点のみである
ことに、さらに留意すべきである。
【００１７】
　本発明の好適な実施例を図示及び説明してきたが、上述のように、本発明の趣旨及び範
囲から逸脱せずに多くの変更を行うことができる。したがって、本発明の範囲は、好適な
実施例の開示によって限定されない。そうではなく、本発明は、専ら添付の特許請求の範
囲を参照することによって決定されるべきである。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光ファイバ及び第２の光ファイバを外面を有する干渉計の光路に光学的に結合す
るステップと、
　前記第１の光ファイバ及び前記第２の光ファイバの少なくとも一部を前記外面に結合す
るステップと、
　前記第１の光ファイバ及び前記第２の光ファイバを集積光学チップ（ＩＯＣ）の光路に
光学的に結合するステップと
を含み、前記第１の光ファイバ及び前記第２の光ファイバの少なくとも一部を前記外面に
結合する前記ステップは、
　前記第１の光ファイバの第１の部分を前記外面に対して第１の方向に配向するステップ
と、
　前記第２の光ファイバの第１の部分を前記外面に対して前記第１の方向とは異なる第２
の方向に配向するステップと、
　前記第１の光ファイバの第２の部分及び前記第２の光ファイバの第２の部分を、該第１
の光ファイバの第２の部分及び該第２の光ファイバの第２の部分が互いに向かって集束す
るように配向するステップと、
　前記第１の光ファイバの第３の部分及び前記第２の光ファイバの第３の部分のそれぞれ
の複数のターンを前記外面の周りに同じ方向に巻き付けるステップと、
　前記第１の光ファイバの第４の部分及び前記第２の光ファイバの第４の部分を、前記第
３の部分のそれぞれの方向とは反対の方向に配向されるようにループにするステップと、
　前記第１の光ファイバの第５の部分及び前記第２の光ファイバの第５の部分のそれぞれ
を前記外面に沿って実質的に正弦波状の構成で配向するステップと
を含む、光ファイバジャイロスコープを構成する方法。
【請求項２】
　前記第１の光ファイバの第４の部分及び前記第２の光ファイバの第４の部分をループに
するステップは、前記第３の部分の前記複数のターンの各々について単一の交差点が存在
するように、前記第４の部分のそれぞれを、前記複数のターンの頂点の上にループさせる
ステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　光ファイバジャイロスコープであって、
　光路及び外面を有する干渉計と、
　光路を有する集積光学チップ（ＩＯＣ）と、
　第１の光ファイバ及び第２の光ファイバであって、該第１の光ファイバ及び該第２の光
ファイバの少なくとも一部が前記外面に結合され、該第１の光ファイバ及び該第２の光フ
ァイバは、前記干渉計の前記光路及び前記ＩＯＣの前記光路に光学的に結合される、第１
の光ファイバ及び第２の光ファイバと、
を備え、前記第１の光ファイバ及び前記第２の光ファイバは、
　前記第１の光ファイバの第１の部分が前記外面に対して第１の方向に配向され、
　前記第２の光ファイバの第１の部分が前記外面に対して前記第１の方向とは異なる第２
の方向に配向され、
　前記第１の光ファイバの第２の部分及び前記第２の光ファイバの第２の部分が、該第１
の光ファイバの第２の部分及び該第２の光ファイバの第２の部分が互いに向かって集束す
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るように配向され、
　前記第１の光ファイバの第３の部分及び前記第２の光ファイバの第３の部分のそれぞれ
の複数のターンが前記外面の周りに同じ方向に巻き付けられ、
　前記第１の光ファイバの第４の部分及び前記第２の光ファイバの第４の部分が、前記第
３の部分のそれぞれの方向とは反対の方向に配向されるようにループにされ、且つ
　前記第１の光ファイバの第５の部分及び前記第２の光ファイバの第５の部分が前記外面
に沿って実質的に正弦波状の構成で配向される
ように前記外面に結合される、光ファイバジャイロスコープ。
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